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行政・企業等の地域性種苗を用いた緑化、
用地内での野生植物の保全の取り組み支援

実施内容や
実現可能性の検討

役割分担・費用等の
ご相談

緑化に必要な地域性種苗の入手方法（種子からの栽培、野外からの採集）や
数量、保全したい植物の繁殖に関する研究、移植地の環境調査や移植後のモ
ニタリング、活動メニュー、実施体制、社会との連携のあり方などをご提案
します。提案内容の実現可能性について一緒に検討し、短期（1-2 年）、中
期 (5 年程度 )の実施計画を検討します。

実施に伴う役割分担を相談いたします。当館が植物栽培やモニタリング等の
現地調査等を担う場合は、それらに係る費用の負担を求めることがあります
（受託研究として契約します）。

行政・企業からの
ご相談

まずは、お考えになっているプランをお伝えください。
ご希望内容を確認し、よりよい取り組みの実施に必要
な情報の提供をいたします。

生物多様性保全の
基本理念の共有

地域性種苗を用いた緑化や用地内での野生植物の保全の意義について、最新
の研究動向を踏まえてお伝えし、基本的な考え方を共有します。また、ご相
談内容が地域の生物多様性の保全に資するかどうか一緒に検討いたします。
※基本理念の共有が難しく、公的機関として関わることが適当ではない場合は、支

援をお断りすることがございます。

現地視察・
予備調査の実施

緑化を行う場所の環境や保全しようとする野生植物の生育場所の環境の概要
について把握します。視察レベルでは把握しきれない場合は、より詳細な予
備調査が必要となります。その際には調査に必要な実費のご負担をお願いす
る場合がございます。

　人と自然の博物館では、行政や企業の地域性種苗による緑化や野生植物の保全の取り組みを支援しています。
ご相談の流れは下記の通りですが、詳しくは当館 自然・環境再生研究部（ジーンファーム担当）までお気軽にお尋ねください。
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兵庫県立人と自然の博物館

ジーンファームを活用した
生物多様性を育む環境づくり



　兵庫県立人と自然の博物館では、生物多様性の保全をめざし、野生植物を対象とした「ジーンバンク事業」
を実施しています。
　この事業は野生植物、特に絶滅危惧植物の系統保存、増殖、緊急避難と自生地の保全・復元・再生、新た
な生育環境の創出などを行うものです。主な事業内容は以下の表のようなものがあります。

　主なジーンファームの主な役割は下記の通りですが、野生植物の保全に必要な、発芽条件、生育条件、
生態的特徴などの基礎的な知見を得るための様々な研究・実験も行っています。

　これらの事業の実施を支える中核施設が「ジーンファーム」です。ジーンファームは、植物を栽培・育成・
増殖するための施設で、以下の図に示すような様々な設備を備えています。

表：ジーンバンク事業の主な内容

絶滅危惧植物等の種子保存
絶滅危惧植物等の個体群系統保存
絶滅危惧植物等の緊急避難
絶滅危惧植物等の危険回避 
絶滅危惧植物の自生地での個体群保全・復元

絶滅危惧植物の増殖・復元 
野生植物の増殖・新たな生育環境の創出 
絶滅危惧植物等の発芽・栽培実験
生物多様性に配慮した緑地の形成の支援
環境教育
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管理棟

入口

昆虫や動物の侵入を防ぐ金網で覆
われた施設です。昆虫の食害に遭
いやすい植物の育成、系統保存に
用いています。（約 100 ㎡）

網室

(70％遮光）

(70％遮光）

里山見本園
コナラ、クヌギなど
の夏緑高木を中心に
兵庫県産の代表的な
低木・高木種を観察
できるよう栽培して
います。

冬の寒さに弱い植物の栽培
を行う施設です。種苗育成
のための種子の箱まきや埋
土種子の発芽実験などにも
利用します。（約 200 ㎡）

ガラス室

(90％遮光）

定時に霧（ミスト）を発生させることで室
内を多湿に保つガラス温室で、ガス暖房に
より冬季の最低気温を 16℃以上に保ってい
ます。多湿環境を好む着生シダ・着生ラン
の系統保存栽培や一時避難・増殖のほか、
挿し木による増殖の際の初期養生、苗の植
え替え直後の養生の際にも用います。

ミスト室

圃場
大型の植物を系統保
存を目的に栽培して
いるほか、屋外で実
験的な栽培や地域性
種苗の増殖を行う苗
畑です。

ガス温室
冬季にガス暖房機による加温を行
うガラス室で、冬季の最低気温を
10℃以上に保っています。亜熱帯
～暖温帯性植物の栽培や、種苗の
促成栽培、種子の箱まきなどを
行っています。（約 200 ㎡）

冷室
遮光や冷房機・自動散水
機を備え、夏季でも冷涼
な状態での栽培が可能な
施設で、夏の暑さに弱い
植物の栽培を行っていま
す。（約 100 ㎡）

主に博物館周辺の気候下で生育
できる植物を栽培する施設で、
直射日光の元では生育しにくい
林床生の植物や地域性種苗の養
生・育成、系統保存に用いてい
ます。（約 100 ㎡×３）

遮光ハウス

増　殖危険回避緊急避難
　河川改修・道路工事などで生育地が
改変される場合など、一時的にジーン
ファームで保全対象となる植物を受け
入れ、栽培維持します。工事終了後に元
の生育地に戻す取り組みをします。

　生育個体数が極めて少ない、環境の
変化に弱い性質を持つなど、生育地で
の存続が危ぶまれる植物について、絶
滅を避けるために一部個体をジーン
ファームで栽培し、系統保存していま
す。

ジーンファームの役割

　絶滅のおそれのある種について生育
地で個体数がわずかな場合、現地個体群
の存続に必要な個体数に回復させるた
めに、現地株から採集した種子を用いて
栽培・増殖します。
　また周囲の生物多様性に調和した緑
地の形成に用いる地域性種苗を栽培・
育成します。

　絶滅の危機に瀕している種について、かつて分布していた
場所や個体数が極めて少数となっている生育地へ再導入し、
野外での持続的な生育が可能な大きさの個体群となるように
します。
　また、その地域に成立していた植生を地域性種苗の移植や
播種などを行い復元・再生を試行します。

　地域の植生を手本として、良好な種組成と遺伝的な多様性
を確保した生物多様性に配慮した緑地の形成を支援します。
具体的にはお手本となる植生の種組成調査を実施し基礎資
料を提供する、緑地を形成しようとする場所の地域産の種苗
の確保（種子採集から苗の栽培）などを行います。形成された
緑地は絶滅危惧植物の保全の場としても活用されます。

復元・再生 創　出

六甲山のブナ

伊丹市のデンジソウ

加古川のナガボテンツキ

鉢伏山のオキナグサ

改変前

ジーンファームでの一時避難

復帰 一時避難

武庫川のオグラコウホネ

加古川のフジバカマ

尼崎 21 世紀の森での地域性種苗を用いた植生創出

ジーンファームとは？
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ジーンファームを活用した生物多様性保全活動事例
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　神戸市役所からの委託により、2014 年度から 2016 年度にかけて地域性種苗の育成を行いました。育成後、
苗は「キーナの森」に植栽されました。キーナの森は 2017 年 7 月に開園した、神戸市北区から西区に広が
る里山を活かした公園で、「あいな里山公園（国営明石海峡公園神戸地区）」に隣接しています。キーナの森
の設置目的は「生物多様性保全のシンボル拠点」の形成にあり、開園後は「豊かな生物多様性の保全と再生」、「豊
かな自然資源と地域の特色を活かした利活用」、「コミュニティ形成や情報発信」を積極的に進めていく方針
となっています。地域性種苗の植栽は、キーナの森における野生植物の種多様性の増加を図り、生物多様性
保全のシンボル拠点としての機能・魅力・価値を向上させることを目的としています。
　地域性種苗の育成にあたっては、公園内外の自生植物に遺伝的な攪乱をもたらさないよう、神戸市内で採
集された種子を使用しました。育成した苗は 30 種で、この中にはツチグリ、ヒメミコシガヤ、スズサイコ、
キキョウ、ヘラノキといった希少種も含まれています。

　今日、日本各地で、土地改変を伴う開発、シカなどの
草食動物の増加に伴う野生植物の食害など、様々な原
因で野生植物の生育地の消失・急激な減少が大きな問
題となっています。
　人と自然の博物館では、このような時代背景から博物
館開館時（1992 年）から、兵庫県産をはじめとして生
育地での絶滅のおそれのある植物を中心に、系統保存
を目的とした野生植物の栽培を行っています。現在、ジー
ンファームでは 102 科 416 種の野生植物を栽培してお
り、うち兵庫県産は 81科 254 種となっています。これ
らの植物が地域で絶滅することなく見守るとともに、万
が一、生育地での生存が危ぶまれる事になれば、これら
の系統保存個体を増殖し、野外個体群の存続のために
再導入することがジーンファームに求められています。

栽培個体による系統保存

キーナの森（神戸市北区・西区）における生物多様性に配慮した森づくり支援

カワラサイコ ガガブタ

ミスミソウカキラン

エビネ ユウスゲ

集合住宅・民間企業における地域性種苗による緑化事例

　SDGsへの関心の高まりを受け、住まいや企業用地での緑地においても生物多様性に配慮することが求め
られるようになってきました。遺伝子・種・生態系の3つのレベルの多様性に配慮した緑地創出には、地域性
種苗（植栽地のある地域に分布する植物種で、植栽地になるべく距離が近い生育地の個体の種子から育てた
苗。）が欠かせません。そこで当館では、生物多様性に配慮した緑化の取り組みを活性化するために、意欲あ
る民間企業に対して、地域性種苗の委託栽培や提供、コンセプト立案や緑地管理・活用への助言等を行って
います。
　集合住宅の緑地での事例では、Daigasグループの大阪ガス都市開発（株）の手がける賃貸・分譲物件の外
構緑地に植栽する地域性
種苗の提供や委託栽培
を行いました。
　また企業用地における
事例では、エスペック株
式会社の畦畔草原をモデ
ルとした屋上緑地を地域
性種苗のみで創出する事
業に対して、地域性種苗
の提供や創出後の管理
に対する助言を行ってい
ます。

地域の畦畔草原をモデルとした地域性種苗100％で構成
された屋上緑化

集合住宅の外構緑地に植栽する
地域性種苗の育苗の様子栽培中のキキョウの苗 栽培中のカワラナデシコの苗

　ウンランは砂浜・砂丘に生育する海浜植物の一種で、国内では北海道、本州、四国に分布しています。本種
は、北日本では海浜植生の代表的な構成種で、よくみられるのですが、関東以西の太平洋沿岸や瀬戸内海沿岸
では少なく、生育の確認されている県の多くで絶滅危惧種に指定されています。兵庫県内においても分布地の
個体群はいずれも小さく、レッドリストでは最も貴重性の高いAランクの絶滅危惧種に位置づけられています。
　博物館では、このウンランの保全・再生に向け、調査研究を進めてきました。生育状況を把握するための植生
調査、移植方法について検討するための植栽試験、種子の生態的特性を知るための発芽試験などです。これら
の調査研究で得られた知見は、現地での域内保全や再生事業に役立つものですが、生育地である海浜では、高
潮や踏みつけによる個体群の衰退・消失のリスクが常につきまといます。そこで博物館では、緊急避難と増殖に
よる域外保全も同時に進めています。また、危険回避の観点から、大阪ガス株式会社姫路製造所と協働で、事
業所内ビオトープにおいても域外保全を行っています。今後は遺伝的な評価も行い、保全・再生に関する方針・
方法の検討や改善をさらに進めていく予定です。

兵庫県内の自生地で開花中のウンラン　ジーンファームで維持管理中のウンラン

絶滅危惧種ウンランの保全・再生に向けて



　近年、緑地を新たに創出する際には生物多様性の保全
と活用の観点から、以下の2つの点について配慮すべき
だという議論が活発に行われています。

　1つ目は、新たに創出する緑地が地域の景観と比較し
て異質なものとならないように配慮するという点です。
これは「緑地を地域の環境に調和させ、生態系の連続性
を確保したり、他の動物の生息環境を創出したりするこ
とによって、地域の生物多様性の保全に寄与させるべき
だ」という主張です。地域の森林や草原などの植生を手
本とし、その植生に生育する植物種を用いて緑化すれ
ば、地域の気候、風土に定着しやすく、安定した緑地づ
くりにもつながるという利点があります。

　２つ目は、新たに創出する緑地が地域の生物多様性に
悪影響を及ぼさないようにするという点です。緑地に植
栽した植物の種子は鳥などの動物や風、河川の水流など
によって地域の自然植生へと運ばれ、定着・侵入する可
能性があります。本来、その地域に存在しなかった種
（外来種や国内外来種）が緑地に用いられた場合、その
周辺の生態系にそれらが侵入し、その地域に元々生育し
ていた植物（在来種）の生育地を奪ったり、生育環境を
改変させたり、他の動植物との関係性を変化させたりす
る可能性があります。その結果、在来種の生存を脅か
し、生態系の健全性や種の多様性の固有性が地域から失
われる危険性は高くなります。

　また在来種であっても、他地域から持ち込まれた遺伝
的な特徴が異なる苗を緑化に用いてしまえば、雑種の形
成や地域個体群の遺伝子組成の変質などが起こり、その
地域に固有の遺伝的な特徴（遺伝的多様性）が損なわれ
る恐れがあります。地域固有の遺伝的な特徴は長い進化
の歴史の中で育まれてきたものであり、一度失うと二度
と取りもどすことができません。地域個体群の遺伝子組
成の変化は、その種の個体群の病気や環境変化に対する
適応力の低下などを招く恐れがあります。

　これまでの緑地創出では、生態系の健全性や種の多様
性の固有性の喪失についての注意は払われるようになっ
ており、野外に逃げ出す可能性の高い外来種や国内外来
種による緑化は避け、その地域に生育する植物と「同じ
樹種・草本種」の苗を植栽する事例も増えてきました。
しかし、これだけでは地域固有の遺伝的多様性の保全は
できません。

　このような背景から、近年、地域性種苗を用いた緑地

創出の必要性が強く指摘されるようになり、各地で地域
性種苗の用いた緑地創出が試みられるようになってきま
した。人と自然の博物館も、地域の生物多様性の保全を
担う中核施設として、緑化がもつ生物の生育生息環境の
創出の効用を十分に発揮するためには、緑化に伴う地域
の生物多様性への悪影響は最小限に留める必要があると
考え、地域性種苗を用いた緑化の普及啓発に力を注いで
います。しかし、この緑化方法の普及には様々な課題が
あります。

　1つ目は、どの地理的範囲内であれば同じ地域性種苗
とみなしてよいかということについて、科学的知見が不
十分で、全ての植物の遺伝的地域性を把握するには至っ
ていない点です。現在、国などにより様々な地域区分の
案が提案されていますが、種によっては範囲が広すぎて
しまい必ずしも適切な区分となっていない事が指摘され
ています。そこで、人と自然の博物館では、より影響の
小さいと考えられるこれらの区分よりも狭い範囲である
河川流域を最小単位として、地域性種苗を確保すること
を推奨しています。つまり同一流域内で採取された種子
から育てられた苗を用いることを薦めています。

　2つ目の課題は、地域性種苗の供給体制が確立されて
いない点です。地域性種苗は一般の種苗とは異なり、流
通体制が整っていません。種苗業者にとっては、地域性
種苗を常に一定量確保しておくことは現段階では採算が
合わないため、委託生産の対応を取らざるを得ません。
委託生産の場合、種子の確保、播種、育成などの時間が
必要となるため、少なくとも3～5年程度の期間を確保す
る必要があります。そこで、当館は緑地創出事業の計画
段階から関わり、様々な助言を行うよう努めています。
またジーンバンク事業と兼ねて、先行して種子を採取し
たり、地域性種苗の生産に取り組んだりする場合もあり
ます。

　当館は研究機関として、社会において地域性種苗によ
る緑地創出が選択されやすくなるよう、このような課題
解決をテーマとして研究についてもすすめていきます。

年　度 委託内容 委託元
2004-2009 オグラコウホネ等管理委託 兵庫県丹波県民局

2006 武庫川ダム貴重植物の育成管理業務 （財）ひょうご環境創造協会

2006-2017 尼崎の森中央緑地 地域性苗木栽培
業務

兵庫県阪神南県民局
（現県民センター）

2007 ひのそ島における種子及び埋土種子
の発芽実験について

（株）建設技術研究所
大阪本社

2007 貴重植物の冠水耐性実験並びに
シダ類・ラン類の栽培業務

（財）ひょうご環境
創造協会

2007 黒井川オグラコウホネ保全対策検討
業務 アジア航測（株）

2007 平成19年度みくまりダム環境調査・
保全対策検討業務

（株）東京建設コンサル
タント兵庫事務所

2008 ウチワゴケ栽培業務 （株）綜合コンサル
タント中国支店

2008 国道178号線道路緑化作業推進業務 （株）長大

2008-2013 シダ類・ラン類の栽培等業務 （財）ひょうご環境
創造協会

2009-2013 兵庫県域新名神高速道路における
貴重種の保全業務 西日本高速道路（株）

2010-2020 ウンラン等栽培・管理業務 兵庫県立淡路景観
園芸学校

2014-2016 しあわせの森植栽用地域性苗の栽培 神戸市

2014-2016 猪名の笹原を構成していた植物種等
の栽培委託 伊丹市

2014-2016 平成26年度淡路島太陽光発電事業
地内の緑地用地域性苗栽培業務

一般財団法人日本
気象協会

2014-2016 シダ類等の栽培実験 （公財）ひょうご環境
創造協会

2010-2020 Daigasグループ等における生物
多様性対応関連業務

大阪ガス（株）

2015 兵庫県域新名神高速道路における
貴重種の保全

西日本高速道路エン
ジニアリング関西（株）

2015-2016 ミツマタ栽培記録等作成業務 （株）里と水辺研究所

2016-2017 あいな里山公園地域性苗の育成業務 （公財）ひょうご環境創造協会
2016-2020 棚倉町里山プロジェクト事業業務 棚倉町役場

2018-2020 六甲最高峰トイレ再整備に伴う生物
多様性保全に資する育苗支援業務

神戸市建設局公園部
森林整備事務所

2019-2020 六甲北部の畦畔を再現した屋上緑化
による共同研究 エスペック（株）

表　一時避難・危険回避等の受け入れの事例（一部）

表　植生・個体群の保全・復元・創出の事例（一部）

内　　容

猪名川上流域のエドヒガン個体群の創出

三田市のカザグルマ個体群の創出

猪名川のカワラナデシコ個体群の復元

三田市のサギソウ個体群の復元

加古川のフジバカマ個体群の復元

関西電力大阪南港発電所の照葉人工林の種多様化

猪名川における多様な野草の生育するチガヤ群落

「尼崎21世紀の森」での地域性苗による森づくり

大阪ガス姫路製造所ビオトープにおける域外保全

宝塚市の湿原群落の保全

ウンラン個体群の保全・再生

エスペック（株）社屋屋上緑地における域外保全

種　名 依頼元
ナガボノワレモコウ 兵庫県三木土木改良事務所
フウラン 国土交通省紀の川ダム総合管理事務所
ホウライカズラ 国土交通省紀の川ダム総合管理事務所
ミズトンボ 国土交通省阪神国道工事事務所
アサダ 兵庫県但馬県民局
ヒオウギ 国土交通省猪名川総合開発事務所
エビネ 猪名川上流広域ごみ処理施設組合
クモノスシダ 猪名川上流広域ごみ処理施設組合
オオハナウド 兵庫県但馬県民局
ユキグニミツバツツジ 兵庫県但馬県民局
オグラコウホネ 兵庫県丹波県民局
オグラコウホネ （財）ひょうご環境創造協会
カザグルマ 三田市
カシワバハグマ 三田市

表　ジーンファームでの植物栽培・増殖に関する
　　研究受託の実績（2004 年以降）

　当館は1992年の開館以来25年以上にわたり、ジーンファームを活用した様々な保全事例を重ねてきました（下表に
お示ししているのはその一部です）。
　ジーンファームを活用した生物多様性保全の取り組みは、地域で精力的に活動されている市民団体の皆様や行政、
環境保全活動に精力的な企業、ジーンファームの植物の世話を担当いただいているシルバー人材センターの方々など
大勢の皆様のご協力がなければ成り立ちません。これからも多くの方々との協働によりジーンバンク事業を進めてま
いります。

人と自然の博物館が地域性種苗を用いた緑化に取り組む理由ジーンファームの活用実績
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